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１．研究計画の概要 
   佐賀藩は諸藩に先駆けて反射炉を築設

して鉄製大砲を鋳造した。従来の製鉄はた
たら炉・古式炉によるものであったので、
鉄製大砲の鋳造は困難であった。佐賀藩は
鉄製大砲鋳造に関する蘭書を翻訳し、それ
をもとに反射炉を築設し、鉄製大砲を鋳造
した。日本で最初の事業であった。佐賀藩
の反射炉築設の技術は鹿児島藩・島原藩・
水戸藩・幕府に伝えられた。 

  この佐賀藩の技術を在来知の視点で文
理融合型の共同研究で分析し、幕末期の科
学技術の水準を解明する。 

 
２．研究の進捗状況 
（１）佐賀・鹿児島・安心院・六尾・韮山各

反射炉跡地に赴き、反射炉鋳造の鉄を収
集し、蛍光Ｘ線分析を行い、平成２１年
度には、これら鉄片のＸＰＳ・Ｘ線吸収
分析法で分析した。佐賀藩反射炉に使わ
れた鉄は鉄鉱石であると結論された。 

（２）釜石に赴き、高炉製鉄に関する史料調 
査と高炉での鋳造鉄片を収集した。 

（３）佐賀藩築設の四郎島台場の調査し、崩
落寸前の石垣の記録を取った。 

（４）オランダ・ライデン大学に赴き共同研
究会を持った。同地の博物館・鉄記念館
で武器類の調査を行った。 

（５）佐賀藩築地反射炉の所在確認のために 
  地中レーダ探査を行い、水路を確認した。   
（６）U.HUguenin“Het Gietmezen ins 
     Rujks Geschutgieter te Luik”の佐賀 
  藩翻訳書には４種類あるが、比較検討を 
  行い、宮内庁書陵部蔵本が元邦訳書であ 
  ることを確認した。 

（７）佐賀藩・鹿児島藩・島原藩・水戸藩・ 
  鳥取藩各藩の反射炉跡地出土の鉄片の 
  蛍光Ｘ線分析を行い、各反射炉の特徴の 

解明に努めた。 
（８）佐賀藩精煉方の測量調査を行った。 
（９）小田原藩の台場跡地調査を行い、佐賀

藩築設の四郎島台場との比較検討を行
った。 

（１０）崩落寸前の佐賀藩台場四郎島の保存
のためのシンポジウムを開催した。その
後四郎島の現地見学会を催し、佐賀から
５余人が参加した。 

（１１）北京に赴き、清華大学工学部と社会
科学院世界経済政治研究所で共同研究
会を開催した。 

（１２）世界遺産暫定登録による築地と多布
施の反射炉跡地の佐賀市による発掘調
査に参与した。 

（１３）佐賀県・佐賀市主催の世界遺産に関
するシンポジウムで反射炉跡地出土し
た鉄の分析結果を報告した。 

（１４）研究誌「幕末佐賀科学技術史研究」
第３、４、５号を刊行した。 

  
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 

理由＝佐賀藩反射炉の築設に際して 
用いられた藩翻訳書を特定して技術 
的基盤を解明した。 
各地の反射炉鋳造鉄の収集を行い、蛍
光Ｘ線などによる成分分析を行い、佐
賀藩反射炉の鋳造技術の解明を進め
た。この作業はこれまで行なわれてい
なかった。シンポジウムでの報告はか
なりの関心を集めた。 
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オランダ・中国の研究者との共同研究 
体制の構築に努め、国際的視野で解明
してゆく体制をとった。 
 

４．今後の研究の推進方策 
（１）世界遺産登録の関係で発掘された 
  佐賀藩築地・多布施両反射炉のレンガ・ 

 鉄塊の蛍光Ｘ線・シンクロトロン光を用 
いて成分分析を行い、反射炉による鉄  
鋳造技術の発展過程の解明を進める。 

（２）佐賀藩翻訳書が反射炉築設で果たした
役割の解明をすすめる。 

（３）佐賀藩が購入した蘭書で翻訳書につい
て解明し、佐賀藩の技術に関する視点を
考察する。 

（４）オランダ・中国の研究者との共同研究
をすすめ、１９世紀後半期における鉄鋳
造技術の国際比較の検討を行う。 

（５）佐賀藩の反射炉築設・鉄製大砲鋳造技
術に関するシンポジウムを開催する。 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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